
学校だより5月号 

めざす児童像 
・進んで学ぶ子 

・心豊かで思いやりのある子 

・元気でたくましい子 

精華町立精華台小学校

   下校時刻 

日 曜日 行        事 1年 2年 3年 4年 5年 6年 
1 木 

体力テスト 午後内科検診(1・５年)  

視力検査(2年)  14:30 15:20 

2 金 体力テスト予備日  全校朝の会  13:10 15:05 

3 土 憲法記念日       

4 日 みどりの日   

5 月 こどもの日   

6 火 振替休日   

7 水 林間学習説明会  
14:15 

8 木 
４年環境の森センター見学 

耳鼻科検診（２・３・６年) 14:30 15:20 13:10 

9 金 修学旅行1日目 13:10 15:05   

10 土 修学旅行2日目   16:45頃 

11 日     

12 月 登校指導  6年振休  13:10 14:15   

13 火 
眼科健診13:00～（わ・１・３・６年）

３年生リコーダー講習会(２校時)    

朝の読み聞かせ １年町探検(2・3h) 
14:30 15:20 

14 水 尿検査予備日 短縮５校時 13:45 

15 木 
クラブ①   

1年生交通安全教室（５校時）体育館 14:30 15:20 

16 金 児童集会  13:10 15:05 

17 土     

18 日     

19 月 
さつまいも植え(1年・わかば) 

13:10 14:15 

20 火 
京都府学力・学習状況調査テスト６年  

午前耳鼻科検診（わ・１・４・５年) 14:30 15:20 

21 水 
京都府学力・学習状況調査テスト５年 

尿検査二次 ２年豆むき体験 14:15 

22 木 
委員会② 尿検査二次 

午後内科検診(わ・２・３年)  

京都府学力・学習状況調査テスト４年 
14:30 15:20 

23 金 全校短縮校時 12:50 14:35 

24 土     

25 日     

26 月 午後内科検診(４年)  13:10 14:15 

27 火 
１年生を迎える会（３・４時間目） 

眼科健診13:00～(２・４・５年)    

朝読書(特支) 
14:30 15:20 

28 水  14:15 

29 木 
クラブ② 内科フォロー(午後)    

２年生町探検 14:30 15:20 

30 金 
全校朝の会 心臓二次聴診      

１年町探検(2・3h) 

午後歯科検診(5-1・６年)  プール掃除 
13:10 15:05 

31 土     

「挑戦することの大切さ」 
 

新緑がまぶしい風薫る季節です。 右の写真は、以前に

地域の方から頂いたこいのぼりの様子です。写真のように

こいのぼりが元気いっぱいに泳ぎ、精華台小の子どもたち

を見守ってくれています。校長室の窓からも見えるのです

が、青空をバックに気持ちよさそうに泳ぐその姿は、何と

も言えない幸せな気持ちにしてくれます。 新年度が始まり、１ヶ月が経ちました。４

月に入学した５６名の１年生も最高学年の優しい６年生に朝の準備等も手伝ってもら

いつつ、すっかり学校生活に慣れ、毎日を元気いっぱいに過ごしています。 

「不易流行」という「変わらない大切なものを大事にしつつ、新しいものを取り入

れる」という言葉がありますが、これは、教育の世界でもずっと以前から言われてい

ました。しかし、今の時代は、「新しいものを取り入れる」だけではなく、「新しい

ものを自ら考え出して、チャレンジする」ことが大切だと考えます。変化の激しい時

代だからこそ、「自ら未来を切り拓く力の育成」が目指されています。特に高学年の

委員会活動の中で見られている、新たな取組にチャレンジする子どもたちの姿は、ま

さによりより学校をつくるという未来へのチャレンジであり、自らその未来を切り拓

こうとする意志の表れのように感じます。ほんとに頼もしい子どもたちです。大人の

世界においても新しいことにチャレンジすることは本当に大変なことですし、今まで

のしがらみの中で難しいこともあります。しかし何も考えずに「今まではこうしてい

たから」という理由だけで変化を起こさないことはこれからの社会を生きていく中で

自身の成長にはつながらないと考えます。 

 今年度の始めに大切にしてほしいことの一つとして話した【挑 戦】。それを実践

している子どもたちの姿はほんとに輝いています。 失敗してもいい。失敗するからこ

そ人の痛みを自分の痛みとして感じることができる温かい人間性が育まれると考えま

す。よりよい学校は、そこにいるみんなで創ります。そのためにチャレンジし続ける

子どもたちを、保護者、地域の皆様も一緒に応援し続けていただきますようお願いい

たします。     

                           （校長 鵜澤 和幸） 



地域・保護者の皆様へのお願いとお知らせ 

 
 

 
 

① 来校されるときについて 

  来校されるときには、職員室に声掛けをしていただきますように、よろしくお願い

いたします。やむをえない事情で、車で来校される場合、特に児童の下校時刻に重な

る時は大変危険です。児童の安全確保の為にも十分に減速していただき、校門前付近

には駐車されないようにお願い致します。 

  また、下校時は児童昇降口周辺が混み合う場合があります。お子様をお迎えの際

は、他の児童との接触を避けるため、昇降口ではなく車で待ち合わせるなど、ご配慮

をお願いいたします。 

 

② ネームホルダーについて 

  来校の際につけていただくネームホルダー用の用紙には、通学されていますお子様

のお名前をお書きいただきますようお願いします。また、安全管理の面からも、来校

される際にはご持参いただき、必ず着用していただきますようお願いします。 

 

③ 熱中症予防として 

  暑い季節となってきており、職員室にもお茶をもらいにくる児童が増えてきました。 

 大量のお茶は無いため、すぐに対応できないことがあります。こまめな水分補給ができ 

 るように、各自水筒の持参をお願いします。（放課後等運動場で遊ぶときにも持参する 

 ようにお願いします。） 

 

 

 

 

④ 諸費の徴収について 
  ５月の諸費引き落とし日は５月１９日（月）です。今回は、４・５月分の２ケ月分の 

 引き落としになりますのでよろしくお願い致します。徴収についてのお知らせは、別途 

 配布させていただきます。 
 

⑤ スクールカウンセラー・別室支援について 
  毎週木曜日に、スクールカウンセラー佐々木幸子先生が本校の相談室にてカウンセ 

 リングを行っています。また、別室支援員として岩井祐子先生がおられます。本校のカ 

 ウンセリングを初めて希望される方は、日程調整が必要となりますので、お電話にてお 

 問い合わせください。 

 

⑥ さくら連絡網について 

   学校からの配布プリントや行事の変更、緊急下校のときなど、さくら連絡網を活用 

 させていただきます。また、アンケート等の項目がある場合がありますので、さくら連 

 絡網がきましたら、必ずご確認していただきますように、よろしくお願いします。携帯 

 電話の機種変更等、再登録が必要となりますので、お知りおきください。 

 本校では、体育委員会・図書委員会・情報委員会・給食委員会・保健委員会・放送委員会・生活

委員会・児童会本部があります。各委員会では、「学校生活がより楽しく、より充実したものにな

るように」話し合いを通して、意見を交流しました。仕事の分担を考えたり、常時活動や「こんな

活動はどうだろう。」と、自治活動の内容を考えたりしました。たくさんの活動を通して、全校児

童の学校生活がさらによりよいものとなることを期待しています。 

＊にこにこ班活動が始まります＊ 

 にこにこ班活動とは、１年生から６年生までの全児童が、違った学年の児童と班を作り、活動を

するものです。異学年の児童が交流することで、高学年はリーダーシップや思いやりの心、計画す

る力を、低学年は活動する高学年の姿から、感謝の気もちや「こんなことしてみたい。」と憧れの

気持ちなどを学んでほしいと思います。みんなで協力し、たくさんの笑顔がみられますように。 

＊安全で健康な連休を過ごしましょう＊ 
 連休中の過ごし方として、お便りを配布させていただきます。ゴールデンウィーク中の

公園等の公共の場所での過ごし方については、学校でも指導しています。各家庭におかれ

ましてもお子様と話していただきますようお願い申し上げます。各ご家庭におかれまして

は、健康で安全なお休みをお過ごしください。 

※ゴールデンウイーク中、学校は不在となります。万が一、事故や事件等で緊急に連絡を

取る場合は、精華町役場 0774-9４-2004（代表）にお願いします。 

委員会活動スタート！！ 

「京都府学力・学習状況調査 ～学びのパスポート～４・５・６年」 
 この調査は、京都府内の児童一人一人の「認知能力」及び「非認知能力」の状況を把握すること

により、児童が自身の強みや課題を知ることで学びを改善していくことと、教員には指導の在り方

を工夫改善することを目的として、令和５年度から実施を始めたものです。今までの、知識量や技

術の習熟度を数値化された力（認知能力）だけではなく、コミュニケーション能力や自尊心、社会

性など数値化しにくいとされてきた力（非認知能力）の状況を両面から把握することにより、一人

一人に視点を当てて考えていくものです。普段の様子や見取りと合わせて、児童を理解するための

ツールの１つとして活用していきます。【下記の写真は事前接続テストのときの様子です。】 


